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六
月
十
二
日
夕
方
に
放
送
さ

れ
た
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
の
情

報
番
組
「
Ｊ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
南
峰
が
最
初
に
出
会
っ

た
滝
の
口
の
川
辺
へ
下
り
て
、

本
宮
さ
ん
が
見
る
方
向
に
よ
っ 

 

                       

             

て
変
化
す
る
表
情
を
紹
介
し
て

番
組
が
ス
タ
ー
ト
。
赤
滝
で
取

材
ス
タ
ッ
フ
が
硬
度
一
四
の
水

を
飲
み
、
瀬
戸
内
海
へ
流
れ
る

自
然
の
恵
み
を
印
象
付
け
た
。 

 

上
野
宣
浩
さ
ん
は
三
段
峡
に 
 

   

三
段
峡
に
は
、
未
開
の
地
・
二

谷
が
あ
る
。
難
所
の
連
続
で
熊

南
峰
が
入
峡
し
た
当
時
の
景
観

を
残
し
て
い
る
。
沢
登
り
の
名 

  

              

      

来
た
人
が
、
同
じ
よ
う
に
は
感

じ
な
い
の
が
素
晴
ら
し
く
、
憲

章
が
あ
ら
わ
し
た
有
意
義
な
点

だ
と
評
価
し
た
。 

高
下
務
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
の

旅
行
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
外
国
人
が
増
加
し
た

要
因
を
「
地
元
素
材
に
よ
る
も

て
な
し
と
癒
さ
れ
る
大
事
な
場

所
だ
か
ら
だ
」
と
語
っ
た
。
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
「
問
い
か
け
る
大

峡
谷
で
寄
り
道
し
て
は
」
と
締

め
く
く
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は 

 

  

 

所
と
し
て
も
有
名
だ
。 

 

道
が
な
い
二
谷
は
、
高
下
さ

ん
の
案
内
な
く
し
て
は
入
れ
な

い
。
岩
を
う
回
し
た
り
、
急
斜
面

を
上
っ
た
り
す
る
。
二
、
三
の
小

フ
ォ
ー
ル
を
越
え
た
先
に
、
ぐ

る
滝
が
現
れ
た
。
二
段
の
落
差

は
三
十
㍍
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。

帯
状
の
水
が
上
空
か
ら
飛
び
出

し
て
い
る
。 

 

ガ
ラ
場
を
よ
じ
登
り
、
ぐ
る

滝
の
上
流
へ
う
回
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
十
三
時
半
、
河
原
で

昼
食
。
橡
の
木
漏
れ
日
に
疲
れ

も
吹
き
飛
ん
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

「
三
段
峡
は
水
墨
画
の
美
術
館

で
あ
り
、
生
態
系
の
博
物
館
で

す
」
と
、
憲
章
精
神
を
的
確
に
コ

メ
ン
ト
し
た
。 

   

五
月
三
日
、
日
本
テ
レ
ビ
の

昼
の
情
報
番
組
「
ヒ
ル
ナ
ン
デ 

             

目
的
地
の
メ
ー
ン
は
百
本
橡

の
森
と
黒
滝
。
橡
の
森
で
は
昔
、

柴
木
集
落
の
人
が
実
を
採
り
尽

く
せ
な
か
っ
た
と
言
う
。
大
木

が
青
葉
を
茂
ら
せ
、
夏
の
陽
に

映
え
る
様
子
は
、
妖
精
か
仙
人

の
棲
み
処
と
思
わ
せ
る
よ
う
に

感
じ
だ
。 

 

「
黒
滝
ま
で
は
も
う
す
ぐ
。
皆

で
行
っ
て
き
ん
さ
い
」
と
高
下

さ
ん
。
七
人
は
岩
を
登
り
、
沢
を

渡
り
、
ス
リ
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
ア
タ
ッ
ク
し
た
。
滝
は
右
に

曲
が
り
静
か
に
流
れ
落
ち
て
い

て
、
陽
が
当
た
ら
な
い
の
で
薄

暗
い
。 

 

高
下
さ
ん
が
待
つ
場
所
で
、 

        

ス
！
」
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
福

く
ん
が
小
林
久
哉
さ
ん
の
案
内

で
、
黒
淵
と
猿
飛
の
渡
船
を
目

指
し
た
。
生
憎
の
雨
に
も
関
わ

ら
ず
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
。
残
念

な
が
ら
途
中
撤
退
に
な
っ
た

が
、
「
絵
に
な
る
風
景
で
す
ね
」

と
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

            

本
宮
夫
妻
に
よ
る
お
茶
会
と
な 

っ
た
。
橡
の
林
で
た
て
た
お
抹 

茶
は
味
も
気
分
も
最
高
。
屏
風

の
よ
う
な
滝
群
、
橡
の
森
。
二

谷
は
三
段
峡
の
価
値
を
再
認
識

さ
せ
た
。
高
下
さ
ん
に
感
謝
の

一
日
に
な
っ
た
。 

   

二
谷
は
内
黒
山
を
源
流
と

し
、
三
段
峡
の
景
勝
・
塔
岩
の

裏
を
廻
り
、
ぐ
る
の
瀬
辺
り
に

注
ぐ
柴
木
川
の
支
流
で
あ
る
。

合
流
点
で
は
積
み
重
な
っ
た
石

の
間
か
ら
、
所
々
で
清
流
が
噴

き
出
し
て
い
る
。
水
面
は
ほ
と

ん
ど
石
に
隠
れ
、
す
ぐ
上
は
深

い 

          

                             

い
緑
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
探
勝

路
か
ら
は
注
意
し
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
。 

熊
南
峰
は
二
谷
沿
い
の
景

勝
と
し
て
、
ぐ
る
滝
、
二
谷
の

橡
林
、
黒
滝
の
名
称
を
案
内
図

や
解
説
文
に
残
し
て
い
る
。
探

勝
路
以
外
で
、
今
で
は
ほ
と
ん 

 

                           

ど
人
が
訪
れ
な
く
な
っ
た
景

勝
地
を
、
安
全
に
探
索
で
き
る

よ
う
に
復
活
さ
せ
る
の
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
役
割
だ
ろ
う
。 

 

か
つ
て
柴
木
か
ら
右
岸
の

山
道
が
生
活
道
と
し
て
使
わ

れ
、
容
易
に
二
谷
へ
入
れ
た
。

橡
林
で
葭
が
原
へ
の
山
越
え

と
黒
淵
へ
の
道
が
分
か
れ
て

い
た
。
今
は
消
え
て
い
る
。 
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 一口メモ 

か
ら
際
立
っ
て
い
る
。
一
桁

台
は
珍
し
い
。
一
般
に
軟
水

は
コ
ー
ヒ
ー
と
和
食
に
適
し

て
い
る
。
浅
煎
り
の
ア
メ
リ 

 

三
段
峡
入
口
の
湧
き
水
は

硬
度
九
の
超
軟
水
。
日
本
の
水

道
水
は
、
平
均
五
〇
～
六
〇
だ

か 

カ
ン
は
豆
本
来
の
よ
い
香
り

と
味
が
楽
し
め
る
。
出
汁
の
旨

味
を
最
大
限
引
き
出
し
て
く

れ
る
。 

景
勝
地
復
活
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割 

松
尾
さ
ん 

 

滝
群
や
橡
の
森 

価
値
を
再
認
識 

岡
さ
ん 

 
 

沢を渡る「二谷探索隊」 

難所の連続 二谷を探索 
高下さん熱意の案内 ７人がアタック 

三段峡の探勝路の対岸にあり、一般には知られ

ていない二谷へ６月１４日、体調に不安を残す高

下務さんの熱意の案内で、ＮＰＯメンバーら７人 

が、蓬莱岩付近の柴木川を渡り踏み込んだ。岡尚

三さんと松尾俊孝さんの寄稿を紹介する。 

新名所づくりに夢   

岡 尚三さん 

 

「夫婦渕の秘密を教えて

あげよう」。岡さんと一緒に

歩くのは楽しい。山歩きの豊

富な経験と軽妙な語り口で、 

知らなかった魅力を教えてくれる、町のガイ

ドリーダーだ。トレッキングマップを制作

し、三段峡内には命名した場所もある。 

 「ここに石を投げると縁結びになる、とい

うのは流行らないかな」と、名所づくりのア

イデアを秘める。三段峡でどこからともなく

姿を現す。見かけたら、夫婦渕の秘密を聞い

てほしい。            （炎） 

 

 

 
三段峡ホタルＷeek 開催 

昨年は予想以上の来場があり、店で

の対応が出来なかったり、ホタルが見

られなかったりした反省から、昨年ま

で一晩だった「三段峡ホタルまつり」

を「Ｗeek」に衣替えした。ステージイ

ベントを止め、自然環境やホタルの生

育を学ぶ観察会などを実施する。 

■観察会 3日～7日、19：30～21：00 

1日 20人、1,000円。ガイド同行 

■スタンプラリー 8日、9日。17:00～ 

■灯りアート展 3日～9日。交流館裏 

開
峡
百
周
年
を
迎
え
、
民
放
二
社
が
三
段
峡
を
情
報
番
組

で
取
り
上
げ
た
。
地
元
局
の
番
組
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の

本
宮
炎
さ
ん
ら
「
さ
ん
け
ん
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
峡
谷
の
景
観

や
豊
か
な
生
態
系
、
熊
南
峰
の
思
想
、
三
段
峡
憲
章
の
意
義
な

ど
を
説
明
し
た
。
キ
ー
局
の
全
国
放
送
番
組
で
は
、
タ
レ
ン
ト

の
福
く
ん
が
雨
の
中
を
黒
淵
ま
で
歩
き
、
秘
境
感
を
伝
え
た
。 

 

三段峡 100周年を特集したホーム

テレビと取材に応じる本宮さん（下） 

７月３日（月）～９日（日） 

民放２局 

三
段
峡
企
画 

 

相
次
ぐ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
が
魅
力
発
信 

福
く
ん
が
エ
ー
ル 

▼
超
軟
水 

 

有料でホタル観察会 


